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この手引きは、市または法人・団体の児童福祉施設運営に当たり、参考となる対

応を示したものです。各施設の現状と照らし合わせ、運営の参考としてください。 

 

１ 基本的な考え方 

新型コロナウイルス感染症に対し、山鹿市においては現在の感染状況を踏まえながら、そ

して「アフターコロナ」「ウィズコロナ」も見据えた長期的な対応が求められる。 

 そのような中でも、持続的に保護者の就労を支援していくためには、児童福祉施設は必要

不可欠である。 

よって、児童福祉施設においては、感染及びその拡大のリスクを可能な限り低減しながら

運営を継続していく必要がある。 

 （児童福祉法に基づき、０歳～１８歳未満の者を総称して「児童」と記載しています。） 

 

２ 施設における感染及びその拡大を防ぐための留意点 

 〇 来所（登園）時、退所（降園）時等、１日複数回、児童・職員の健康観察により体調を把握す

る。（健康観察表などを活用する） 

〇 おやつ及び全ての飲食の場面においては、飛沫を飛ばさないような席の配置や黙食等に

ついて指導する。        

〇 歯磨きについては、施設により現状が異なることから、中止を含め、時間帯をずらし実施す

るなど、柔軟に対応する。 

〇 児童同士の接触やトイレ等での密集をできる限り避けるよう指導する。 

〇 施設で体調不良になった児童が、我慢せずすぐ知らせることができるよう指導するとともに、

児童が申し出やすい環境づくりを行う。 

〇 施設では必ずマスクを着用するように指導する。（乳幼児は状況に応じた対応が必要） 

〇 常に換気を行う。 

〇 こまめに石けんで丁寧な手洗いを行い、必要時にはアルコール消毒を行う。   

〇 育成支援活動（保育活動）においては、感染症対策を講じても、なお感染のリスクが高い活

動は行わない。 

〇 机や椅子等は、毎日必ず消毒する。（こまめな消毒が望ましい） 

 

３ 感染及びその拡大が生じた場合 

（１） 施設関係者（児童及び職員）の感染が特定され、または濃厚接触者がいる場合は、特定

された施設関係者を自宅待機させたうえ、「症状」「発症日」「行動履歴」等を把握する。 
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（２） 施設関係者に感染が特定され、感染拡大の恐れがあるときには施設関係者の全部また

は一部を自宅待機させる。原則として、閉所（休園）の有無にかかわらず、保護者に対

し、メール等により感染者の発生や自宅待機、閉所（休園）の有無、プライバシーの配慮

等について周知する。（当事者の同意は必ず取ったうえで） 

 自宅待機や閉所（休園）を行う際は、施設関係者の健康状態を把握し、感染しているか

どうか不安がある者に対しては、速やかにかかりつけ医等に相談させ、その結果を施設

へ報告させること。 

（３） （１）（２）の場合は、ただちに山鹿市子ども課に連絡し、引き続き続報を入れる。 

※感染者は治癒するまで利用（出勤）停止となる。  

※濃厚接触者が陰性の場合は、感染者と最後に濃厚接触をした日から起算して概ね    

２週間の利用（出勤）停止となる。（保健所の指示による） 

（４）  濃厚接触者以外（例えば接触者等）であっても、施設関係者がＰＣＲ検査等を受検する

場合は、山鹿市子ども課に報告すること。  

（５）  正確な情報を全保護者へ発信することで、施設内外における的確な感染防止対策を

徹底するとともに、感染者や濃厚接触者に対する偏見や差別を防止する。  

（６） 感染者や濃厚接触者と特定された場合は、ただちに保護者から利用施設へ連絡するよう

周知し、兄弟がいる場合は、関係施設へ連絡するよう併せて周知する。 

 

４ 閉所（休園） 

（１） 閉所（休園）措置の基準 

児童や職員の感染が確認された場合には、閉所（休園）が必要かどうか保健所の助言

を踏まえ、施設と子ども課で協議して判断する。（保育所等の場合は、県と市との協議後

に判断） 

 感染経路、感染者の施設内での行動（活動）の履歴、接触者の状況、山鹿市内におけ

る感染拡大の状況等を確認・考慮し、閉所（休園）実施の有無、規模や期間について判

断することになる。場合によっては、学級や学年単位（保育所等の場合はクラス）など必

要な範囲になる。 

（２） 山鹿市一斉の閉所（休園） 

保護者の就労支援の観点から基本的には行わない。ただし、熊本県や山鹿市の社会

経済活動全体を停止するような場合（ロックダウン等）には実施する。 

（３） 閉所（休園）する場合 

児童が自宅で一人になる場合も考えられるので、居場所づくりに配慮し、学校での受

け入れを、子ども課を交え学校と協議する。 

保育所等の場合は、可能な限り代替保育等の対応を関係者と協議する。 
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５ 状況に応じた取り組み 

    例えば密を避けるための取り組みは、児童数が多くなるほど難しくなってくる。日頃の活動に

おいて、施設の規模や状況に応じ、学校との協力体制づくりや学校施設等を利用するなどの

取り組みが必要である。 

 

６ 差別や偏見の防止 

新型コロナウイルス感染症の感染者等に対する差別や偏見につながるような行為は、絶対に

あってはならないことである。 

    児童には、新型コロナウイルス感染症に対する適切な知識をもとに、発達段階に応じた指導

を行うなど、差別や偏見が生じないように十分配慮することが必要である。併せて、保護者や地

域への啓発も機会あるごとに行う。 

 

７ 関係機関連絡先 

 

     山鹿市教育委員会教育部               熊本県山鹿保健所 

     子ども課                          〒８６１－０５９４ 

     〒８６１－０５９２                       山鹿市山鹿１０２６－３ 

       山鹿市山鹿９８７－３                  熊本県鹿本総合庁舎１階 

     電話：０９６８－４３－１５１４               電話：０９６８－４４－４１２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この手引きは、8 月末現在の情報をもとに作成したものです。今後、内容に追加や変更が生じ

た場合は、随時更新する予定です。 
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放課後児童クラブ 
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放課後児童クラブにおける新型コロナウイルス感染症の基本的な対応

学期中 長期休暇期間等

本人及び家族が発熱または
風邪症状

本人の家族が濃厚接触者と
特定（本人には症状なし）

本人が濃厚接触者と特定

本人が感染（陽性と特定）

児童・職員の感染が特定され、
濃厚接触者がいる

児童・職員の感染が特定されたが、
濃厚接触者がいない

複数の児童・職員の感染が特定され、
濃厚接触者が多数いる

複数の施設で感染が判明

施
設
の
対
応

・
学
校
の
対
応
に
準
ず
る

・関係者を直ちに自宅待機させたうえ、「症状」
 「発症日」「行動履歴」等を把握
・保健所、医師、子ども課等と協議し、今後の動きに
  ついて確認、決定
 （施設の閉鎖及び消毒、本人の心のケア、保護者へ
  の通知等）

・保健所、医師、子ども課等と協議し、今後の動きに
 ついて確認、決定
（施設の閉鎖及び消毒、本人の心のケア、保護者へ
  の通知等）
・安全確保をした中で、平常どおりの活動

・保健所、医師、子ども課等と協議し、閉所の措置等
 今後の動きについて確認、決定
 （施設の閉鎖及び消毒、本人の心のケア、保護者へ
  の通知等）

・保健所、医師、子ども課等と協議し、閉所の措置等
 今後の動きについて確認、決定
 （施設の閉鎖及び消毒、本人の心のケア、保護者へ
  の通知等）

感染状況
児童

職員

児
童
・
職
員
へ
の
対
応

・
学
校
の
対
応
に
準
ず
る

・かかりつけ医、医療機関に電話で相談、受診
　かかりつけ医がない場合は発熱患者専用ダイヤル
　に相談　（０５７０－０９６－５６７）
・受診後、クラブに報告および自宅待機
 （利用（出勤）停止）
・利用（出勤）再開は医師の指示に従うこと

・保健所の指示を仰ぐ
 （ＰＣＲ検査等を受診、施設へ報告）
・保健所から自宅待機の指示がない場合は保護者の
 判断

・保健所の指示を仰ぐ
 （ＰＣＲ検査等を受診、施設へ報告）
・結果が陰性、陽性にかかわらず、陽性者と接触した
 日から２週間の利用（出勤）停止

・保健所の指示を仰ぐ
 （ＰＣＲ検査等を受診、施設へ報告）
・治癒するまで利用（出勤）停止
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③連絡

保護者

①連絡 ②協議

③連絡

①連絡 ②協議

①学校の対応を参考とするため、学校の方針を十分に確認
②学校の対応を参考に、クラブの対応を子ども課と協議
③対応方針を保護者に連絡

放課後児童クラブ

学校 子ども課

学校から放課後児童クラブ利用者でない
感染者または濃厚接触者発生の連絡があった場合

保護者

子ども課

放課後児童クラブ

①学校に準じた対応となるため、学校の方針を十分に確認
②学校の対応を基に、クラブの対応を子ども課と協議
③対応方針を保護者に連絡

学校

基本となる連絡体制フロー

学校から放課後児童クラブ利用者の
感染者または濃厚接触者発生の連絡があった場合
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放課後児童クラブが感染者または濃厚接触者を確認した場合

③連絡

保護者

放課後児童クラブ

学校 子ども課

③連絡 ②協議

保健所

①連絡 指示

①保健所に状況を連絡し、保健所の指示内容を十分に確認
②保健所の指示内容を基に、子ども課と今後の対応を協議
③対応方針を学校、保護者に連絡
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事 務 連 絡  

令和３年８月２５日  

 

各放課後学童保育  

運営主体 様  

 

                         山鹿市教育委員会  

子ども課長  

 

まん延防止等重点措置適用の期限の延長等に伴う新型コロナウイルス感染症

拡大防止の再徹底等について  

 

 盛夏の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。  

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応につきまして、ご協力を賜り  

厚く御礼申し上げます。  

 さて、今月６日及び１８日付けの事務連絡において、感染拡大防止に努めていた

だくよう通知したところですが、現在主流となっているデルタ株は感染力が非常に

強く、低年齢層の感染も増加しています。  

各クラブにおいては、日頃より感染拡大防止策に努めていただいていますが、よ

り一層ご注意いただき、下記及び別添資料のとおり感染拡大防止に努めていただき

ますようよろしくお願いします。  

 

記  

 

１ これまでどおりの感染拡大防止策（手洗い・換気・マスクの着用等）を徹底し

て行ってください。  

 

２ 児童及び職員の健康状態（検温や症状等）を１日に数回確認してください。  

 

３ 児童及び職員は、体調不良時の通所・出勤を控え、速やかに医療機関を受診し

てください。  

  また、そのような状況が発生した際は、子ども課へ連絡してください。  

 

４ 職員は感染拡大地域への移動及び会食を自粛し、感染防止に努めてください。  

 

５ 活動場所の分散等、３密を避けた新しい性格様式の徹底に努めてください。  

 

 

 

 

 

山鹿市教育委員会子ども課  

子育て支援係 担当：永田・手嶋  

ＴＥＬ：（０９６８）４３－１５１４  

ＦＡＸ：（０９６８）４３－１２１８  
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保育所・認定こども園・幼稚園・地域型保育施設 
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結
果

本
人

　保健所等の指示に従い療養（治癒するまでの期
間）

本
人

　感染者と最後に接触をした日から起算して２週間
程度は自宅待機（保健所の指示する期間）

保
育
所
等

本
人

　同居家族の「陽性」に伴い、児童・職員本人を
「濃厚接触者」として対応（上記内容の通り）

保
育
所
等 　登園自粛を要請する場合有り

本
人

　普段どおり仕事や保育所等に行くことに制限な
し。
　ただし、家庭内での濃厚接触者との接触は可能な
限り控え予防徹底すること。

保
育
所
等

児童・職員

の

同居家族

家族の結果判明まで
の間、当該児童・職
員にも登園自粛・自
宅待機をお願いする
（保健所からの制限
はなし）

(

同
居
家
族

)

陽
性

(

同
居
家
族

)

陰
性

保育所等における新型コロナウイルス感染症の基本的な対応

対象者
PCR検査結果

判明までの対応
結果判明後の対応

児童・職員

本人

【児童職員本人】

結果判明までの間、
自宅待機

陽
　
性 保

育
所
等

〇原則、保健所の判断をもとに２～３日間
（日曜、休日を含む）

〇再開の時期は、施設の消毒作業、感染者・濃厚接
触者の数や保育士の確保、地域の感染状況等を総合
的に判断して決定

【保育所等】

診断が確定するまで
は通常通り開所

陰
　
性

通常通り開所

臨時休園

通常通り開所

通常通り開所

- 10 -



保育所等が濃厚接触者を確認した場合

保健所 保護者

⑤対応方針の連絡

⑥今後の対応について協議

子ども課

保育所等が感染者を確認した場合

保育所等

（1）検査結果を施設に連絡してもらうように保護者へ指示
（2）検査結果が「陰性」の場合でも保健所の指示に沿った自宅待機を保護者へ指示

⑤臨時休園の要請・園からの同意をもって休園（保健所の指示をもとに）③報告

④感染者の報告・臨時休園の協議

①濃厚接触者の特定

②連絡

③報告 ④連絡体制徹底を指示

①PCR検査で「陽性」との検査結果連絡

⑦対応方針の連絡②連絡

子ども課 県

保育所等

（1）保健所に状況を連絡し、保健所の指示内容を十分に確認
（2）保健所の指示をもとに、子ども課と協議
（3）対応方針について保護者に連絡
（4）感染した方に同意をとって他の保護者にも休園のお知らせ

保健所 保護者
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 山教 H５－２１１号 

  令和３年８月２７日  

 

施設長 様 

 

  

 山鹿市教育委員会 子ども課長  

 

山鹿市内新型コロナウイルス感染症発生にともなう児童への対応について（再通知） 

 

このことについて、８月１６付けで通知しているところですが、山鹿市内でも複数の感染が発生し、感

染者も低年齢化の傾向にあるなど、さらなる感染防止対策が求められております。 

つきましては、以下のことについて再確認していただき、貴所属職員及び保護者への適切かつ丁寧

に周知をお願いします。 

記 

１ 児童の登園に関すること 

  ①児童および家族に発熱やかぜ症状がある場合は、かかりつけ医、医療機関に相談、受診のうえ、

施設に報告及び登園を控えていただく。 

②児童の家族が濃厚接触者と特定された場合は、保健所の指示に従い(PCR 検査等を受診)、施設

に報告及び登園を控えていただく。 

③園児が濃厚接触者と特定された場合は、保健所の指示に従い PCR 検査受診。結果が陽性、陰性

にかかわらず、保健所が指定する日まで（おおむね２週間）の登園を控えていただく。 

④園児が感染し、検査の結果が陽性と特定された場合は、保健所が指定する日まで（おおむね２週

間）の登園を控えていただく。 

２ 基本的な感染対策の徹底 

  ①症状がなくてもマスクを着用 

  ②こまめな手洗い、手指消毒の徹底 

  ③身体的距離の確保 

  ④不要不急の外出自粛 

  ⑤発熱時は自宅待機、すぐにかかりつけ医等に電話相談 など 

３ 差別をなくし、正しい理解を 

  ①新型コロナウイルス感染症に対する誤解や偏見をなくす 

  ②感染への不安や恐れから、感染された方への誹謗中傷をなくす 

  ③SNS やインターネット上への悪質な書き込みをなくす 

４ 児童の送迎時等に、上記の点について保護者へ周知していくこと 

 

  
担当 

山鹿市教育委員会子ども課 

保育幼稚園係 原口 

電話 ０９６８－４３－１５１４ 

FAX ０９６８－４３－１２１８ 
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【新型コロナウイルス感染症対策】  児童福祉施設の対応 

 

幼稚園・保育所・こども園       

           
利用園児に感染者が発生した場合 

・園内に濃厚接触者がおり、その対象者が特定される間は休園（2～3 日） 

・対象者が特定された場合、対象外の利用を再開（家庭内保育協力のお願いあり） 

・対象者(陽性、濃厚接触者)は、保健所が指示する間は登園停止（自宅待機等） 

          

利用園児が濃厚接触者となった場合 

・対象者が特定された場合、対象外の利用を再開（家庭内保育協力のお願いあり） 

・対象者(濃厚接触者)は、保健所が指示する間は登園停止（自宅待機等） 

  

利用園児の家族が濃厚接触者となった場合 

 ・当該園児は利用自粛(自宅待機等)とし、検査対象者の結果に基づき登園再開（保

健所の指示による） 

 

 

放課後児童クラブ 
          

利用児童に感染者が発生した場合 

 ・クラブ内に濃厚接触者がおり、その対象者が特定される間は閉所（2～3 日） 

 ・対象者が特定された場合、対象外の利用を再開（利用自粛協力のお願いあり） 

 ・対象者（陽性、濃厚接触者）は、保健所が指示する間は利用停止（自宅待機等） 

 

利用児童が濃厚接触者となった場合  

・対象者が特定された場合、対象外の利用を再開（利用自粛協力のお願いあり） 

・対象者（濃厚接触者）は、保健所が指示する間は利用停止（自宅待機等） 

 

利用児童の家族が濃厚接触者となった場合 

・当該児童は利用自粛(自宅待機等)とし、検査結果に基づき利用再開(保健所の指

示による)  

 

学校が臨時休業となった場合 

・臨時休業（学校全部閉鎖）の期間は、基本的に閉所 

・どうしても利用を必要とする児童（陽性者･濃厚接触者を除く）は、学校とクラ

ブで対応（臨時休業･閉所された施設等の一部を利用し、午前は学校､午後はクラブで対応） 

・学級閉鎖・学年閉鎖の対象児童は利用停止。それ以外の児童は利用可（利用自粛

協力のお願いあり） 

 

 

児童館・支援センター・病後児保育室等  
・施設の管理･運営が不能となった場合は閉鎖（職員感染や施設消毒等を想定） 

・陽性者・濃厚接触者の利用自粛（保健所が指示する間） 

 

※ 上記事案が発生した場合は、直ちに「教育委員会子ども課」へ報告すること。（ 43-1514） 

※ いずれも、施設職員(従事職員)のほとんどが感染者･濃厚接触者となり再開できない場合や、

施設消毒等で受入態勢に期間を要する場合などは、必要に応じて協議・判断する。 

簡易版 
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□ 保育所における感染症対策ガイドライン（２０１８年改訂版）を確認した。

□ 危機管理マニュアルを確認し、職員等の役割分担を確認した。

□ 施設内の緊急時の連絡体制を確認した。

□ 保健所等の相談窓口について、電話番号を掲示するなどして確認した。

□ 感染症に備えて、手指消毒液（アルコール等）、施設消毒薬（次亜塩素酸ナトリウム等）

を準備している。

□ 児童がよく手を触れる場所の消毒を定期的に実施している。

□ 健康観察の実施を徹底し、欠席・早退した児童の健康情報を取りまとめ、施設内職員で

情報共有している。

□ 児童の欠席連絡を家庭から受ける際に、聞き取る情報項目をまとめている。

□ 感染児童の兄弟姉妹等の情報を把握している。

□ できる限り健康状態の確認（検温等）を自宅で行うよう家庭に伝えている。

□ 発熱や咳等の風邪の症状が見られるときは、無理せず自宅で休養するよう家庭に伝えている。

□ 日頃から手洗いや咳エチケット等の大切さを教えている。

□ 体調が良くないときは、早めに申し出るよう促すとともに、定期的に検温や健康観察をして

いる。

□ 感染症の最新情報（流行地域や感染経路等）を入手することを心がけている。

□ 行事の実施を見直すなど、柔軟な対応を心がけている。

□ 日頃から、園医（嘱託委）と連絡を取り合うなど、相談体制が構築できている。

□ 日頃から施設内職員及び子どもの人権意識を高め、感染症を理由とした偏見や差別が

生じないよう配慮した対応を心がけている。

新型コロナウイルス感染症対策チェックリスト
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